
 ４月２１日（金）に開催されたＰＴＡ総会にて、４年
間会長を務められた庄野さんに代わり、森 徹 
新会長が選出されました。 

 合わせて、５月８日（月）には、各学年及び地区
から選ばれた役員にお集まりいただき、合同部会
が開催され、各部の部長さんが決まりました。 

 コロナ後のPTA活動ということもあり、新たな
活動がスタートします。コロナ以前の活動も見直
しながら、保護者及び教職員の親睦を深め、子ど
もを真ん中に据えた、より良いPTA活動となるよ
う今年１年、各種活動に取り組んでいきます。 

 今年度も各種大会・交流戦がスタートしました。 

 各部とも、冬の期間にトレーニングを積んできた成

果を十分に発揮し、現段階の最高のパフォーマンスを

披露してくれました。これからの活躍が益々楽しみで

す。頑張れ忠類中生！！ 

 １日（木） 教育相談（～９日まで） 

      花いっぱい運動（２年） 

 ３日（土） 全十勝春季卓球大会～団体 

      全十勝春季野球大会（～１１日） 

      学校対抗陸上（～４日） 

 ７日（水） 定例職員会議  

 ８日（木） 心電図検査（１年） 尿検査 

 １０日（土） 全十勝春季バレー大会（～１１日） 

 １５日（木）  歯科検診 

 １６日（金）  ３年学力テスト 

 １７日（土） 方面中体連夏季大会（～１８日） 

      町Ｐ連管外視察研修（～１８日） 

 １９日（月）  まくべつ町教育の日 

 ２１日（水） 常任委員会（生徒会活動） 

 ２４日（土） 全十勝夏季野球大会（～２日） 

 ２６日（月） 三者面談（～３０日） 

【サーキット陸上競技大会 第１戦 ５月３日】 

 黒坂 理央 女子２００ｍ ２８秒３６（決勝３位） 

 黒坂 理央 女子８００ｍ ２分３１秒秒６３（決勝３位） 

【サーキット陸上競技大会 第２戦 ５月６日】 

 黒坂 理央 女子４００ｍ １分０１秒９９（決勝１位） 

 黒坂 理央 ２年女子１００ｍ １４秒１１（決勝７位） 

【サーキット陸上競技大会 第３戦 ５月１３日】 

 黒坂 理央 女子２００ｍ ２７秒８５（決勝３位） 

 黒坂 理央 女子１５００ｍ ５分09秒７4（決勝４位） 

【全十勝中体連春季卓球大会】 

 齊藤 優輝～２回戦敗退 小森 琉唯～１回戦敗退 

 沼田 旺助～２回戦敗退 村田 英孝～３回戦敗退 

 村田 慎治～３回戦敗退    

【方面中体連春季軟式野球大会 5月１３日】 

 ＶＳ 池田・浦幌・豊頃連合  ３ 対 ０ （勝ち） 

 ＶＳ 足寄・本別・勇足連合 ０ 対 ４ （負け） 

【音更カップ中学校バレーボール交流大会 5月４日】 

 ＶＳ 芽室中学校 0 対 ２ （負け） ３位リーグへ 

 ＶＳ 帯七・清川・川西連合 ２ 対 ０ （勝ち） 

 ＶＳ 西陵中学校 ２ 対 ０ （勝ち） 

～令和５年度 忠類中学校ＰＴＡ活動スタート～ 

    【忠類中学校ＰＴＡ役員体制】～敬称略 

会 長：森   徹 

副会長：嶋崎 祐樹  長田由圭里  白井 将之 

監 事：庄野 哲司  黒坂 瑞枝 

研修部：部長～嶋崎 祐樹 ・ 副部長～長田由圭里       

広報部：部長～嶋崎  愛 ・ 副部長～鳥毛 祥恵 

厚生部：部長～豊田 祐二 ・ 副部長～常丸 貴史 

学年部：部長～川又佳代子 ・   副部長～豊田美智子 
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しばざくら 
【教育目標】 「心豊かに たくましく 生きぬく生徒」 

        ○自ら創造する生徒   ○思いやりのある生徒   

        ○健康で活力のある生徒 ○責任を果たす生徒 

第５５回忠類中学校体育祭～全校写真 

       
     「不易と流行」～融合による新たな活動へ                    

                                 校 長  白 井 将 之 

 例年にはない温かい３月・４月となり、水不足がやや心配されますが、順調に農作業も進まれているようです。５月

８日より、新型コロナ感染症も５類に引き下げられ、各種規制や制限が解除され、コロナ以前の日常生活に少しずつ戻

りつつあります。学校においても、マスク着用が個人の判断となり、出席停止等も、季節性インフルエンザと同様な取

り扱いとなりました。この３年間で、感染症拡大に留意しながら、各種教育活動を工夫して行ってきました。 

 正直、対応等に苦慮した場面や決断する上で辛いこともありました。しかしながら、この３年間は、決して無意味な

ものではなかったと感じています。これまで、慣例的に行っていた各種取組を改めて見直す機会をいただいたと感

じているからです。同時に、各種事業の本質的な意味を考えることにもなりました。まさしく、スクラップ＆ビルドを繰

り返しながら、その経験で得たものを踏まえ、「コロナ以前のものに戻すもの」と「コロナ期間で得た取組を継続する

もの」とを整理する中で、今年度より新たな１年がスタートしています。 

 例えば、多くの学校では、家庭訪問がなくなり、保護者面談という形で保護者の皆さんに学校に来て頂く形式が

増えています。体育祭も１日日程ではなく、半日日程へと変わってきています。一方で、参観日は、これまで体育館で

学年ごとに時間をずらしておこなっていたものを、コロナ以前の教室での開催に戻しています。ただ、学校の規模や

地域的な特性や子どもの状況により、コロナ以前と期間中のものを融合しながら、新たな方向性を見出しているも

のも少なからずあります。 

 正解がなかなか見出せない時代の中で、個々の納得解も多様であり、全員が同じ道を歩んでいくことは難しい世

の中です。ただ、少なくとも学校教育においては、子どもの健やかな成長が一番であり、個々で歩む道はそれぞれで

あったとしても、目指すべき方向は一緒でありたいと思います。子どもの安心・安全を第一と考えながら、一人一人が

尊重され、個々の良さや考えが活かされる教育活動を今後も推進して参りたいと思います。教育は「学校教育」だけ

ではなく、「家庭教育」・「社会教育」、そして、そのことが『生涯教育』へとつながっていきます。教職員・保護者・地域

住民が一つとなり、子どもを真ん中に、互いに連携・協働できればと思います。今後ともよろしくお願いします。 



 ５月８日（月）に本年度も２年生の総合的な学習「ふるさと・キャリ
ア教育」のまちづくり活性化案を子どもたちが作成の足掛かりと
して、本町のまちづくり政策について、飯田町長にご来校いただ
き、ご教授いただきました。人口の推移状況や子育て支援計画な
ど、様々な角度から政策を展開されていることを子どもたちは学
びました。この後、士幌町のまちづくりについて
も、髙木町長よりご講話をいただく予定です。相
互の特色や違いなどを比較しながら、学びを深
めて参ります。飯田町長には、お忙しい中、子ども
たちのために有難うございました。 

今年度より地元特産物である「ゆり根」を総合的な学習に位置づけ、３年

間を通じて学習することとしました。以前より、「ゆり根の蕾とり」を体験し

たり、昨年度行ったキャラクターづくり＆総選挙等、子どもたちにとっては、

身近な存在になっているゆり根。４月２８日に、生産農家さんの思いや栽培

のことを学校で学び、また、SDGｓの観点やゆり根の普及等…、「かきゆり」

のパッケージづくり一連の作業を作業場で子どもたちは体験しました。 

ゆり根組合長の大坂さんや農協職員の熊谷さん等、多大なるご理解を

賜り、貴重な学習の機会をいただきました。地元の特産品でありながら、地

元の子どもたちや保護者の皆さんも口にすることが少ないと伺っていま

す。今回の学習で持ち帰った「かきゆり」とゆり根のレシピで、家庭の中で

「ゆり根」が話題となり、改めて、関心をもっていただけると嬉しく思いま

す。地域の良さや強みを子どもたちが実感することは大切なことです。 

森会長も１００ｍ激走 

綱引き～１勝１敗で接戦 入場行進～元気よく 

ラジオ体操～第一 



 今年の体育祭は、少し肌寒く感じる気温ではありましたが、晴天の中、子どもたちにとっては絶好の環境の中で体育

祭を５月２４日（水）に開催することができました。平日の午前開催。保護者の皆さんの要望や学校の事情等も相互に思

いが一致し、今年で２年目となります。生徒数の関係もあり、競技数から午前開催とし、お弁当の準備等もなくなりまし

た。特に、お母さん方からは好評で、雨天順延も学校側としても、比較的容易となりました。また、水曜日は５時間授業、

部活動一斉休養日であり、子どもたちの体力面を考慮した上での曜日設定となっています。更に、週末開催ではなく、

土日を挟んで中二日の実施も体力面を配慮し、順延も複数日可能となっています。平日ということで、前年度から開

催日を保護者の皆さんに予告し、可能な限り、勤務等を調整いただいていることに感謝申し上げます。 

 今年の体育祭は、全校生徒３３名が全員揃った中で実施することができました。この上ない喜びです。生徒も喜んで

いました。３年生をはじめ、１・２年生も、温かい雰囲気で活動に取り組み、誰もが自然と楽しく、いつでも競技に参加でき

る環境を子どもたち自身がつくっています。勝ち負けは目標ではありますが、「全員で楽しく取り組むこと」を目的にす

ることで、競技に参加できる生徒ばかりではなく、応援する生徒も含め、全員が主人公となり、組団を超えて、互いに

讃え合い、応援する姿につながっています。 

 当然、面白おかしく取り組んでいるわけでもなく、真剣に各種競技にも取り組み、リレーのバトンの受け渡しなどは、

一度もミスもなく、本当に滑らかで時間的なロスがない完璧な状態でした。集団縄跳びも、３年生は１分間２回の試技

で、両方とも一度もミスをすることなく飛び続けました。このように真剣にやるときはやり、そして、全員で楽しみなが

ら取り組む姿勢は本当に素晴らしいものがあります。これも、忠類中学校の良く伝統だと感じています。今年の３年生

がリードしたこの雰囲気を現２年生、そして、１年生が引き継ぎ、更に、より良い体育祭、そして、普段の学校生活につな

げてほしいと思います。お忙しい中、ご来場いただきました地域の皆様、そして、保護者の皆様、有難うございました。 


